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応用生物を志向している学科の学生に、緩速ろ過池を見学し、自然界で繁殖
する藻が、水質浄化に役立っていることを実感してもらった。 

雑誌の印刷は白黒写真を元のカラーへ、追記もした。 

実
験
室
で
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
培
養
し
て
い
た
生
物
屋
が
、
野
外
の
緩
速
ろ
過
池
で

糸
状
珪
藻
だ
け
が
、
優
占
的
に
盛
ん
に
増
殖
し
て
い
る
の
に
感
動
し
た
。 



 

収
穫
し
た
藻
を
乾
燥
さ
せ
な
い
と
流
通
に
回
ら
な
い
。 

糸状珪藻は、魚介類の飼料として最高だ。大量培養を試みた。 
 

自
然
界
で
は
、
ど
こ
で
、
糸
状
珪
藻
が
繁
殖
し
て
い
る
の
か
を
探
っ
た
。 



 

 

上
か
ら
下
へ
の
流
れ
の
緩
速
ろ
過
池
モ

デ
ル
で
は
、
浮
上
藻
を
茶
漉
し
で
収
穫
。 

下から上への湧水池モデルでは、越流する藻を自動的に捕集が可能だった。
繁殖した糸状珪藻は流れに沿って長く伸びていた。 

養魚場への導水路で、まず、網で濁りを除く。多段の上向粗ろ過で、
徹底的に濁りを除いてから、培養槽へ。 



 
夜間に細胞分裂をして増えていた。 
 

湧
水
池
モ
デ
ル
の
方
が
繁
殖
が

良
く
、
活
性
が
良
か
っ
た
。 

ろ過池モデルの藻は、段々と、生きが悪くなっていた。 

夜
間
に
一
斉
に
伸
び
て
い
た
。 



 養魚池を借りて、糸状珪藻の大量培養を試みた。 

日中は光合成して炭水化物を貯蔵する。 

光
合
成
で
貯
め
た
炭
水
化
物
を
使
っ
て
細
胞
分
裂
と
同
時
に
栄
養
塩
の
吸
収
。 



 

染
屋
で
は
、
削
り
取
り
頻
度
が
多
く
、

捕
食
動
物
の
影
響
が
小
さ
か
っ
た
。 

糸状珪藻の大量培養は最初は、調子が良かっ
たが。直ぐに捕食動物に食べられた。 

ろ過継続が長いと、糸状珪藻から糸状緑藻に遷移するのがわかった。 



 

宮
古
島
で
も
、
藻
の
繁
殖
が
凄
か
っ
た
。 

夜
間
に
酸
素
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。 

テムズ水道では、ろ過速度を速い方が生物群集にやさしいことがわかり、 
ろ過速度を速くした。 

石
垣
浄
水
場
で
は
越
流
さ
せ
、
ろ
過
継
続
が
長
か
っ
た
。 

魚
や
魚
介
類
が
多
か
っ
た
。 

夜
間
に
酸
素
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。 

藻だけでなく細菌、捕食動物も大きな役割をしていた。 



 

自然界の生物群集の賢い活用が、 
生物浄化法だ。 

緩速ろ過でなく、生物浄化法と認識する必要がある。 


